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（3.4％）増、歳出1億6,829万円（3.1％）増 

議決されました。                    
助金等がどのように使われたかなど、町の財政状況を公表します。 

町の お金の使い道 お金の使い道 お金の使い道 

　
平
成
25
年
度
の
支
出
総
額
は
87
億

４
、６
８
６
万
円（
う
ち
一
般
会
計
55

億
９
、８
８
１
万
円
）で
、
平
成
24
年

度
決
算
総
額
85
億
８
、
７
２
２
万
円

に
比
べ
１
・
85
％
増
加
し
ま
し
た
。 

　
一
般
会
計
に
お
い
て
は
、
前
年
度

対
比
で
歳
入
歳
出
と
も
に
大
幅
な
増

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
前
年

度
の
繰
越
事
業
で
あ
る
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
設
置
事
業
や

小
中
学
校
エ
ア
コ
ン
設
置
事
業
、
公

民
館
耐
震
診
断
設
計
・
補
強
工
事
、

町
道
整
備
事
業
な
ど
国
の
経
済
対
策

に
係
る
交
付
金
を
活
用
し
、
投
資
的

事
業
を
実
施
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
す
。 

　
特
別
会
計
は
、
介
護
保
険
特
別
会

計
が
要
介
護
者
の
増
加
な
ど
の
影
響

を
受
け
、
保
険
給
付
費
の
増
額
と
な

っ
て
い
ま
す
。
水
道
事
業
会
計
は
、

及
位
統
合
簡
易
水
道
事
業
な
ど
の
建

設
改
良
費
等
の
減
少
に
よ
り
、
前
年

度
対
比
で
は
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
む
ろ
川
温
泉
梅
里
苑
事
業
会
計
に

つ
い
て
は
、
昨
年
度
は
大
規
模
改
修

に
伴
う
長
期
休
業
期
間
が
あ
り
ま
し

た
が
、
通
常
営
業
日
数
と
な
っ
た
た

め
歳
出
歳
入
と
も
に
増
額
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

 
平
成
　
年
度 

決
算
の
概
要 

25

地方交付税 

町　　　税 

国庫支出金 

県 支 出 金 

町　　　債 

譲与税・交付金 

そ　の　他 

 

32億6，875万円 

6億4，776万円 

6億1，480万円 

3億2，534万円 

2億6，530万円 

1億5，477万円 

5億1，882万円 

国税五税（所得税・法人税・酒税・消費税・たばこ税）の一部から分配されたお金 

町民税・固定資産税など皆さんが納めた税金 

国の補助事業等に伴う財源 

県の補助事業等に伴う財源 

町が事業を実施するために国等から借りたお金 

国・県が徴収した税等から分配されたお金 

分担金・使用料・繰越金・ふるさと納税寄付金など 

町　税 
11.2％ 

県支出金 
5.6％ 

その他 
8.9％ 

地方交付税 
56.4％ 

町　債 
4.6％ 

国庫支出金 
10.6％ 

譲与税・交付金 
2.7％ 

梅里苑・木質チップボイラー 

一般会計 

歳　入 

57億9，554万円 

「都市計画施設の整備に関する事業」として、公共下水道事業会計に繰出 
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一般会計 

歳　出 

55億9，881万円 

※前年度決算比、歳入1億9,060万円

　平成25年度決算が９月の定例町議会において　
　町民の皆さんが納めた税金や国・県からの補　

町の お金の使い道 町の 町の 平成25年度決算報告 

一般会計  

（歳出総額55億9,881万円÷25年度末人口8,708人） 

町民一人あたり 

●税負担額は 

74,386円です。 
●使われたお金は 

64万2,950円です。 

=  

公　債　費 

民　生　費 

衛　生　費 

総　務　費 

教　育　費 

土　木　費 

農林水産業費 

消　防　費 

議　会　費 

そ　の　他 

10億4，107万円 

10億1，569万円 

7億　169万円 

6億9，943万円 

6億7，683万円 

6億3，394万円 

2億7，755万円 

1億9，456万円 

8，332万円 

2億7，473万円 

国や金融機関から借りたお金の返済費用 

高齢者、障がい者、児童福祉、子育て支援等に要する経費 

保健衛生、医療の確保、水道対策、ごみ処理等の経費 

財産管理、戸籍、徴税、選挙、電算運営等に要する経費 

学校教育、社会学習の振興等に要する経費 

道路、河川、橋梁、公園、住宅等の整備に要する経費 

農林水産業の振興に要する経費 

消防活動、災害対策等に要する経費 

議会の活動に要する経費 

商工費、労働費、災害復旧費など 

�国民健康保険特別会計 

 　　歳　入　　　6，668万円 

 　　歳　出　　　6，626万円 

 
�後期高齢者医療特別会計 

 　　歳　入　2億　269万円 

 　　歳　出　2億　216万円 

 
�介護保険特別会計 

 　　歳　入　10億3，974万円 

 　　歳　出　10億2，480万円 

 

 

�町立真室川病院事業会計 

 　　歳　入　11億　105万円 

 　　歳　出　11億　　89万円 

 
�水道事業特別会計 

 　　歳　入　5億2，138万円 

 　　歳　出　5億2，133万円 

 
�公共下水道事業特別会計 

 　　歳　入　1億4，225万円 

 　　歳　出　1億4，164万円 

 
�まむろ川温泉梅里苑事業特別会計 

 　　歳　入　　9，099万円 

 　　歳　出　　9，099万円 

特別会計  

公営企業会計 

農林水産業費 
5.0％ 

総務費 
12.5％ 

民生費 
18.1％ 

衛生費 
12.5％ 

公債費 
18.6％ 

教育費 
12.1％ 

土木費 
11.3％ 

消防費 
3.5％ 

議会費 
1.5％ 

その他 
4.9％ 

※病院・水道・梅里苑会計は、消費税を 
　除き過年度留保資金等で補てんした額 
　を決算額に含めています。 

※町税のうち都市計画税812万円については、都市計画法に基づき
　し、下水道整備事業の財源としております。 

�
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平成25年度の主要事業と決算額 
（一般会計・病院会計・水道会計） 

1

3

2

7
4

5

6

8

1保健・福祉・医療 体制の充実 

　超音波画像診断装置や全身麻酔機
器など、医療機器の更新・新規導入
を行いました。 

医療機器等更新事業 
2,045万円 

　各種健診や健康相談などを実施し、
生活習慣病予防に努めました。また、
がん検診において重点年齢を設定し、
受診率の向上に努めました。 

健康増進事業 
1,594万円 

3

真室川ブランドの 
開発 

産業の振興 

2教育・スポーツの 振興 

　個別支援の必要な学級に学習指導
員等を増員配置し、きめ細かな学習
や生活指導を行いました。 

学習指導員・学習支援員配置事業 
1,714万円 

　年次計画により、真室川小学校、
真室川中学校にエアコンを設置し、
学習環境の向上を図りました。 

小中学校エアコン設置事業 
4,006万円 

　広く町民が使用できるよう、総合
運動公園多目的広場の芝を全面改修
しました。 

総合運動公園多目的広場芝改修事業 
2,011万円 

　真室川町中央公民館の耐震診断設
計・補強工事を行いました。 

中央公民館耐震診断設計・補強事業 
1億3,624万円 

　担い手育成のため、新規就農者へ
の給付金や新規就農者を雇用する農
業法人等への支援を行いました。 

農業後継者育成支援事業 
1,295万円 

　４種混合、２種混合、ＢＣＧ、イ
ンフルエンザ、肺炎球菌、日本脳炎
予防接種のほか、新規で風疹接種な
どの負担額を助成しながら予防接種
の推進を図りました。 

予防接種事業 
1,422万円 

7

生活・環境対策 

　町民の雇用機会の拡大や町内に用
地取得を行った事業所に対し、産業
振興条例に基づき奨励金を交付しま
した。 

産業振興条例に基づく助成事業 
631万円 

　離職者に対し、高齢者支援や保育
業務などの臨時的・一時的な就業の
機会を提供しました。 

緊急雇用創出臨時特例基金事業 
551万円 

4

子育て支援・少子 
高齢化対策  

　６次産業を確立していくべく、推
進員を配置しながら事業に取り組み
ました。 

６次産業化推進事業 
365万円 

　逸品展を開催しながら、ブランド
認定品を中心とした新商品・産品開
発支援、伝承野菜の普及特産品化、
真室川ファン拡大のために取り組み
ました。 

真室川ブランド推進事業 
191万円 

5

危機管理対策 

　昨年度から対象年齢を中学生まで
とし、医療機関窓口での医療費支払
いを入院・外来ともに実質無料化し
ました。 

子育て支援医療給付事業 
914万円 

　母子保健法に基づく１歳６ヶ月と
３歳児健康診査及び妊婦健診を実施
し、母子の健全育成を推進しました。 

母子保健衛生事業 
385万円 

6

雇用促進対策 

　消防小型動力ポンプや小型ポンプ
積載車を年次計画により更新しまし
た（小型動力ポンプ３台、軽四輪小
型動力ポンプ付積載車２台）。 

小型動力ポンプ等整備事業 
1,375万円 

　釜渕地区に耐震防火貯水槽を整備
しました。 

耐震防火貯水槽設置事業 
536万円 

　地区分館の耐震診断、改修計画作
成並びに耐震改修及びバリアフリー
改修や自主防災組織の発電機及び投
光器など資機材を整備しました。 

災害に強い地域づくり総合支援事業 
594万円 

8
　町道10路線の改良・側溝整備等
を行いました。 

道路整備事業 
1億6,976万円 

　国の補助を受けながら、5橋の改
修等の設計や町道法面の災害防除工
事、除雪機械の更新を行いました。 

活力創出基盤整備事業 
1億3,634万円 

　配水管布設替工事や施設外構整備、
及位浄水場膜ろ過装置設備工事を行
いました。 

及位統合簡易水道整備事業 
1億2,440万円 

　山形県市町村防災拠点施設再生可
能エネルギー導入促進事業を活用し
た木質バイオマスチップボイラーを
梅里苑施設に設置しました。 

木質バイオマスチップボイラー設置事業 
1億2,192万円 

　住宅の新築・改修及び合併浄化処
理槽の設置等に対し補助金を交付し
ました。 

住環境快適サポート事業 
3,537万円 

　園芸農業の更なる拡大と経営体の
育成を図るために農業者団体に対し
園芸管理用機械の購入助成を行いま
した。 

戦略的園芸産地拡大支援事業 
747万円 

　地域経済の活性化と消費拡大を目
的にもがみ北部商工会等が行う10
％のプレミアム付商品券発行事業に
対し補助金を交付しました。 

プレミアム付商品券発行補助事業 
463万円 
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財政健全化判断比率を公表します 
平成25年度決算に基づく町の健全化判断比率は、昨年度同様、注意喚起を要する早期 

健全化基準（イエローゾーン）を大きく下回りました。 

平成25年度 

●財政の健全度を判断するには…… 

●健全化判断比率 

●それぞれの比率を家計に例えると…… 

①実 質 赤 字 比 率………普通会計の実質赤字が標準財政規模※に占める割合 

②連結実質赤字比率………全会計の実質赤字が標準財政規模に占める割合 

③実質公債費比率………一般会計等が負担する公債費が標準財政規模に占める割合 

④将 来 負 担 比 率………一般会計等が将来負担すべき債務が標準財政規模に占める割合 

 

⑤資 金 不 足 比 率………資金不足額が事業規模に占める割合 

収　　　　入 

※標準財政規模…自由に使える財源の標準的な規模を示す数値 

（注）各公営企業の「資金不足比率」については、資金不足を生じた公営企業がないため該当ありません。 

　４つの指標で判断します。 

①実 質 赤 字 比 率………親世帯の家計に占める赤字の割合 

②連結実質赤字比率………２世帯住宅の家計を合算した家族全体での１年間の家計に占める赤字の割合 

③実質公債費比率………親世帯の年収に占めるローン返済額の割合。この場合、子世帯のローンを肩 
　　　　　　　　　　　　　代わりしている返済額を一部含みます。 

④将 来 負 担 比 率………親世帯の年収に対して確定しているローン残高が年収の何年分に相当するか 
　　　　　　　　　　　　　を示した額。 
　　　　　　　　　　　　　この場合、子世帯のローンを肩代わりしている返済残高を一部含みます。 

　町の財政状況を一般家庭の家計に例えることは、多少の無理が生じますが、イメージとしてご 

紹介します。 

また、公営企業（水道事業・病院事業・下水道事業・梅里苑会計）は次の指標で判断します。 

（単位：％） 

実 質 赤 字 比 率  

連結実質赤字比率 

実質公債費比率 

将 来 負 担 比 率  

比　率　名 真室川町の比率 早期健全化基準 財政再生基準 参考：昨年度の状況 

－（赤字なし） 

－（赤字なし） 

７．９ 

３３．７ 

１５．０ 

２０．０ 

２５．０ 

３５０．０ 

 

２０．０ 

３５．０ 

３５．０ 

－（赤字なし） 

－（赤字なし） 

９．２ 

４７．４ 

 

２世帯住宅：親世帯（一般会計）、子世帯（公営企業会計） 

将来負担比率 

支　　　　出 

ある２世帯住宅の１年間の収入（100）に当てはめると 

これから支払うべきローンの残高 ３３.７ 

７.９ 

ローン返済額 
黒字 

その他の生活費 

１００ 

�
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‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥真室川町から のお知らせ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥真室川町から のお知らせ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ のお知らせ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 

旭日単光章の栄誉に新田榮智氏 

旭日単光章 

新田榮智氏（川ノ内下） 

　新田氏は、昭和56年に真室川町議員に当選して以来、平成９年まで

連続４期16年にわたり在職されました。 

　昭和60年から総務厚生常任委員会副委員長として、平成元年からは

総務厚生常任委員長として、町が抱える諸問題の解決を議会として取

り上げ、町の教育、文化、福祉の向上に多大な貢献をされたほか、町

民の永遠の平和と繁栄を願い、昭和61年の町平和都市宣言採択に尽力

されました。 

　今回の受賞は、新田氏の地方自治の発展に尽力された功績が高く評

価されたものです。 

～平成26年度「やまがたふるさと食品コンクール」～ 

　やまがた食産業クラスター協議会が主催するやまがたふるさと食品コンクールで真室川ブ

ランド認定品の「梅なめこ酢」と「勘次郎胡瓜のジュレ」がそれぞれ入賞しました。 

　いずれも、素材の特長を生かした上で美味しく仕上げられていること、面白い発想とパッ

ケージデザインなどが評価されました。 

くわしい商品情報は… 

●優秀賞…「梅なめこ酢」 
　㈱ヒマワリ企画 
　(代表取締役  　橋秀則氏　 0233－62－4425)

●おいしい山形賞…「勘次郎胡瓜のジュレ」 
　㈱おかしの平和堂 
　(代表取締役  阿部陽一氏　 0233－62－2762)

●
開
　
演
　
９
時
30
分
　
●
入
場
料
　
５
０
０
円 

●
会
　
場
　
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル 

　
◯
教
育
委
員
会  

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
担
当
　
６
２
―

２
３
０
５ 

問 

11/9 
（日） 

ウェブで　　　　　　　　　　　　　　と検索してみてください。 検索 真室川ブランド認定品 

全国育樹祭・各種緑化関係コンクール受賞 
　10月12日（日）に開催された「第38回全国育樹祭（会場：金山 

町）」の式典で、緑化関係コンクール等の表彰を町内から３個人２ 

団体が受賞し、個人部門の最高賞である農林水産大臣賞に輝いた 

橋本健一氏が代表して表彰を受けました。おめでとうございます。 

農林水産大臣賞受賞者 

橋本健一 氏 

●全国育樹活動コンクール農林水産大臣賞 

　橋本健一 氏（下村） 

●全国育樹祭山形県緑化等功労者（県知事表彰） 

　・個人の部…庄司和敏 氏（大滝）、佐藤亮一 氏（塩根川） 

　・団体の部…甑山探究会（会長：　橋幸生 氏・鏡沢） 

　　　　　　　ふるさと山の会（会長：小松正弘 氏・新栄町） 

受章された皆様 

　　　　　�� �������������
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●９月のごみの排出量は 

1人1日 758.1gです。 
先月より44.6g減。 

前年同月より42.8g増。 

●お問い合わせ先…最上広域市町村圏事務組合  業務課 　 0233－22－2674

●お問い合わせ先…町民課住民担当 　 62－2111

●お問い合わせ先…町民課住民担当 　 62－2111（内線233） 

　可燃ごみ焼却施設「エコプラザもがみ」では、11月上旬～

12月中旬まで炉の定期修繕に入ります。そのため焼却炉２炉

のうち１炉のみの稼働となり、１日の処理量が減少すること

から、年々増加傾向にあるごみの減量化及び分別へのご協力

をお願いします。 

「エコプラザもがみ」からのお知らせ 

●人権擁護委員　栗田伸一氏（釜渕１） 

　10月1日付で法務大臣より委嘱されました。家庭や職場での嫌がらせや 

暴力など、身近な人権問題について相談にのります。任期は平成29年９月 

30日までの３年間です。 

●病気やケガ等で障害が残ったときなどに・・・ 

　年金には高齢者が受け取る老齢年金の他に、障害年金や遺族年金があります。今回は、障害 

年金についてご紹介します。 

次のすべての条件を満たしている方が受給できます。 
　①初診日（障がいの原因となった病気やケガ等で初めて医師の診療を受けた日）において、 
　　国民年金に加入している人や、加入していた60歳以上65歳未満の人。または20歳前に初診 
　　日がある人。 
　②障害認定日（初診日から１年６か月を経過した日、または症状が固定したと医師が認めた 
　　日）に障がいの程度が１級・２級のいずれかに該当していること。 
 
　③初診日の前日において、保険料を納付した期間（免除期間を含む）が国民年金加入期間の 
　　３分の２以上あること。 

年金を受けるための要件 

障害基礎年金の年金額 

※「身体障害者手帳」の等級とは異なります。 

※保険料納付要件の特例（平成28年３月31日まで） 
　平成28年3月31日以前に初診日がある場合は、初診日が属する月の前々月までの、直近の１年間に保 
　険料の未納期間がなければ要件を満たします。 

※扶養している子がいる場合は、上記の年額にそれぞれ次の金額が加算されます。 
　　１人目・２人目……各222，400円　　　３人目以降……各74，100円 
※申請手続きには医師の診断書等が必要になりますので、まずは住民担当窓口にお越しください。 

※国民年金法の改正により変わる場合があります。 

障がいの程度 

１　級 

２　級 

年　　額 

９６６，０００円 

７７２，８００円 

月　　額 

８０，５００円 

６４，４００円 
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真室川町教育委員会 

　児童生徒の学力向上には、学校だけではなく、保護者をはじめ、町民の方々に子ども

たちの現状を理解していただき、学校・家庭・地域が連携して取り組むことが大切です。

本町の教育施策を更にすすめ、子どもたちの「まなびの力」を伸ばすため、平成26年度

の全国標準学力検査と全国学力・学習状況調査の結果についてお知らせいたします。 

（１）内容について 

　＜調査の目的＞ 

　　・各学校が前年度の学習がどの程度定着しているかを把握し、 

　　　結果を次の学年の学習に役立てる。 

　＜調査の対象と内容＞ 

　　・小学２･３年生で国語と算数、小学４～６年で国語・社会・算数・理科 

　　・中学１年で国語・社会・算数・理科、中学２･３年で英語を加えた５教科 

（２）結果について（偏差値による比較） 

　＜小学校の結果＞ 

　　・２年生及び６年生の算数では、全国平均とほぼ同じであり、これ以外の教科は全て全国平 

　　　均をやや上回っている。 

　　・２年算数「数と計算」、３年算数「図形」、６年算数「数と計算」「量と測定」で全国平均よ 

　　　り下回っているものがあるため、苦手とする領域についての改善を課題としている。 

　＜中学校の結果＞ 

　　・全国値を上回ったものは１年生理科・３年生国語であり、他の学年教科は全国平均をやや 

　　　下回っている。特に３年生の数学では全国平均を下回っている。 

　　・数学と英語については、毎年全国平均を下回っており、特に数学の「数と式」・「関数」、英 

　　　語の「話すこと」、「聞くこと」に課題がある。 

 

 

（１）内容について 

　＜調査の目的＞ 

　　・文部科学省が全国的な児童生徒の学力や学習状況を把握分析し、教育施 

　　　策の成果と課題を検証して改善をはかること、また、各学校については 

　　　学力・学習状況を把握し、教育指導や学習状況の改善に役立てる。 

　＜調査の対象と内容＞ 

　　・全国の国、公、私立学校の小学校６年生と中学３年生 

　　・教科に関する調査として、国語と算数・数学の２教科について「知識（Ａ）」「活用（B）」に 

　　　関しての学力調査 

　　・質問紙による児童・生徒の生活習慣と学習環境等について調査 

（２）教科の結果について（平均正答率による比較） 

　　・小学校国語Ａ・Ｂについては全国をやや上回っているが、中学校国語Ａについてはやや下 

　　　回り、同Ｂについては下回っている。 

　　・小学校算数Ａ・Ｂについては全国をやや下回り、中学校数学ではＡ・Ｂともに下回ってい 

　　　る。 

　　・小学校国語では、自分の考えを整理し、文章で表現・記述すること、中学校国語では、複 

　　　数のまとまった文章を短時間に正確に読み取ることに課題がある。 

　　・小学校算数・中学校数学ともに問題の条件に合わせて必要な条件を整理し、根拠を明確に 

　　　して説明することが苦手である。 

１ 全国標準学力検査について 

２ 全国学力・学習状況調査について 

山
形
県
最
上
総
合
支
庁
　
地
域
づ
く
り
担
い
手
育
成
事
業
２
０
１
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20～30歳代 
定員20名 
参加費無料 
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・読書への興味は小学校及び中学校ともに高く、平日の読書時間が30分以上である児童生徒は 

　県及び全国平均より多い。 

・小学生では、家庭学習の習慣が身についていると考えられるが、２時間以上学 

　習する意欲の高い児童の割合が少ない。 

・中学生では、県及び全国平均に比べて30分未満である生徒の割合が多く、２時 

　間以上学習するなど意欲的に学習に取り組む生徒の割合が少ない。 

・テレビやＤＶＤを見る時間が県及び全国平均よりも長い。 

　学力向上のためには、学校の授業の充実にあわせて、家庭での過ごし方も大きく影響します。 

「早寝・早起き・朝ご飯、読書、家庭学習とセーブメディア」の取り組みをすすめましょう。 

（1）「子どもたちが自分の考えや解決方法を自分の言葉で表現させる授業」「みんなでかかわ 

　り合いながら学びを深める授業」「子どもたちの学ぶ意欲を引きだし、精一杯考えるこ 

　とのできる授業」づくりを推進します。 

（2）一時間一時間の授業を大切にし、基礎・基本的な学力を定着させ、学び方を身につけさ 

　せるための工夫した取り組みを大切にします。 

（3）読解力を高める授業を意図的に取り入れ、読書活動についても質・量ともに高めるため 

　の取り組みを強めます。 

（4）家庭学習を促す取組みを工夫するとともに、家庭学習の内容を吟味し、習慣化をはかる 

　ために、家庭との連携をすすめます。 

（３）学習や生活状況について 

４ 学校と保護者・家庭との連携について 

３ 学力向上にむけて次のような取り組みを各学校で進めます 

（1）「早寝・早起き・朝ごはん」「元気なあいさつ」「家事の分担」などの基本的な生活習慣の 

　確立としつけが学ぶ力の土台となります。 

（2）学力を伸ばす生活習慣、食習慣、学習習慣、読書習慣を大切にしましょう。 

（3）うまくできたときの賞賛、うまくいっていない時の励ましなど、子どもの取り組みによ 

　り添った支援を心がけましょう。 

（4）家庭学習を２時間以上行う児童生徒は学力が高い傾向にあります。学校での学習はもち 

　ろんですが、「家庭で自主的に学習することができる」ことが大事な力となります。 

（5）メディアを利用する時間は２時間以内とするなど、家庭でルールを作り実践することが 

　重要です。 

（6）部活動やスポ少の活動にあっても、バランスのとれた健全な生活リズムを確立すること 

　が大切です。夜間練習の場合でも、小学生は午後８時30分、中学生は午後９時までには 

　帰宅できるように活動時間を工夫するなどして、子どもたちが充実した家庭学習に取り 

　くめる環境づくりをお願いします。 

は課題と思われる項目 

読書への興味 

平日の読書時間　　（２時間以上） 

（漫画・雑誌以外）（30分以上２時間未満） 

　　　　　　　　　（30分未満） 

平日の家庭学習時間（２時間以上） 

　　　　　　　　　（30分以上２時間未満） 

　　　　　　　　　（30分未満） 

携帯・スマートフォン所持率（所持なし） 

テレビ等を見る時間（２時間以上） 

テレビゲーム等をする時間（２時間以上） 

項　目 町 県 

小　学　校 

全　国 町 県 

中　学　校 

全　国 

80．3 

3．0 

45．4 

51．5 

13．6 

86．4 

0 

63．6 

78．7 

31．8

75．9 

5．7 

32．2 

62．1 

15．0 

80．2 

4．7 

57．6 

65．9 

29．4

73．0 

7．6 

30．6 

61．7 

25．8 

61．4 

12．7 

46．3 

61．3 

30．3

72．6 

6．5 

35．5 

58．2 

16．1 

66．1 

17．7 

32．3 

66．1 

27．4

69．9 

6．1 

26．0 

67．8 

28．7 

62．2 

9．1 

34．6 

57．9 

33．2

69．4 

6．7 

24．7 

68．5 

35．1 

50．1 

14．7 

23．5 

56．5 

35．4

（単位：％） 
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③ 第 2 3 回  町 民 芸 術 祭 開 催  

① 絵 画 ５ 作 品 を 寄 贈  

② 会場を魅了「Look for子ども伝承フェスティバル」 

　10月５日（日）、中央公民館において、芸

術文化協議会（佐藤正彌会長）主催の第23

回町民芸術祭が開催されました。囃子、お謡

い、詩吟、太鼓、踊りなど、10団体の会員

が日頃の練習の成果を披露。各団体の熱演に

会場から大きな拍手が送られました。さらに、

絵画やいけばな、書道や俳句などの展示もさ

れ、来場者を楽しませました。 

　10月２日（木）、矢口力さん（新庄市在住）

より、町へ絵画の寄贈がありました。 

　矢口力さんは矢口近加良として活動されて

おり、９月に新庄市民プラザで開かれた矢口

近加良日本画展で展示された絵画のうち、土

倉の滝（真室川）を含む５作品を寄贈してい

ただきました。これらの作品は、中央公民館

に展示されています。 

　愛知県小牧市に本拠地を置くオーケストラ

「中部フィルハーモニー交響楽団」によるコ

ンサートが真室川北部小学校（川瀬孝志校

長）で行われました。文化庁の「文化芸術に

よる子供の育成事業」として行われ真室川北

部小の児童と真室川あさひ小の児童がオーケ

ストラの演奏を楽しみました。演奏の鑑賞だ

けではなく、ボディパーカッションのセッシ

ョンや、合唱など、子ども達とのコラボレー

ションもあり、楽しい演奏会となりました。 

④ 「中部フィルハーモニー交響楽団」コンサート（9/24） 

　９月26日（金）、及位地区内の13号線沿い

で交通安全マナーアップ県境検問が行われ、

真室川町からは交通安全関係団体の方々と町

のイメージキャラクターうめ子ちゃんが参加

しました。県境を越えて安全運転の輪を広げ、

事故のない明るい社会を築くため行われてお

り、今年は安全運転を呼びかける広報チラシ

と玉コンニャク（死亡ゼロ）がドライバーへ

手渡しされました。 

⑤ 死亡ゼロを目指して！！交通安全を呼びかけ 

　「Look for子ども伝承フェスティバル」が

９月21日（日）、東根市のさくらんぼタント

クルセンターで開催され、スペシャルゲスト

として八敷代番楽が出演しました。子どもた

ちによる客席で餅をまくユーモラスな演目「も

ちつき」と、大人の力強く幽玄な「武士舞」

を披露し、会場を楽しませていました。 

町
長
コ
ラ
ム 
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⑨ ⑥ 

⑩ ⑦ 
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⑨ 古河関東ドマンナカ祭り（10/11・10/12） ⑥ 第41回  東京真室川会総会開催（10/12） 

⑩ 運行開始！！乗合デマンドタクシー（10/1） ⑦ 国道13号泉田道路起工式（9/21） 

　姉妹都市の古河市で関東ドマンナカ祭りが開催
され、当町の事業者の皆さんも祭りへ参加し、町
の特産品を販売。真室川町を盛大にＰＲしてきま
した。 

　東京都内にあるホテルラングウッドで東京真室
川会（会長：　橋洵）総会が開催され、真室川出
身の在住者約200名が参加しお互いの近況報告や、
ふるさとの思い出話に花を咲かせていました。 

　町内13地区ある公共交通空白地帯の解消のため、

10月１日から乗合デマンドタクシーの運行を開

始しました。 

　国道13号泉田道路で工事の本格実施にあたり、
工事の安全・早期完成を祈念し起工式が行われま
した。当該区間は、東北中央自動車道の一部を構
成する延長8.2キロの自動車専用道路です。 
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長
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長
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町
長
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報
道
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熊
は
見
た

こ
と
が
あ
っ
た
が
、
野
生
の
熊
を
身
近

で
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
熊
は
、
背

中
を
見
せ
て
逃
げ
る
の
を
追
う
習
性
が

あ
り
、
ま
た
、
死
肉
を
食
す
習
性
が
あ

る
こ
と
か
ら
倒
れ
る
と
襲
わ
れ
る
の
で
、

熊
と
遭
遇
し
た
ら
、
ま
ず
は
動
か
ず
少

し
ず
つ
後
ず
さ
り
を
し
て
逃
げ
る
こ
と

と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
果
た
し
て
そ
れ

が
出
来
る
の
か
と
思
っ
て
い
た
。 

　
９
月
下
旬
に
林
道
を
通
っ
て
山
に
行

く
と
、
栗
林
の
30
ｍ
程
の
山
の
中
腹
に

体
長
１
ｍ
程
の
熊
を
見
つ
け
た
。
襲
っ

て
き
て
も
車
で
逃
げ
ら
れ
る
と
思
い
車

か
ら
降
り
て
眺
め
て
い
る
と
、
熊
は
栗

を
食
べ
て
い
た
。
こ
ち
ら
に
気
づ
い
て

顔
を
向
け
た
の
で
逃
げ
る
体
制
を
と
っ

た
が
、
熊
は
ゆ
っ
く
り
と
上
に
登
っ
て

行
っ
た
。
栗
で
満
腹
に
な
り
森
に
帰
っ

た
の
か
、
い
な
く
な
っ
た
。
林
道
の
先

は
、
以
前
水
田
だ
っ
た
が
今
は
草
地
に

な
り
人
通
り
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

熊
の
出
没
を
地
区
の
人
達
に
知
ら
せ
、

熊
注
意
の
看
板
を
設
置
す
る
。 

　
我
が
家
の
栗
、
柿
、
キ
ウ
イ
は
平
年

作
で
あ
る
の
で
、
ブ
ナ
の
実
が
皆
無
と

は
不
思
議
で
あ
る
。
気
候
も
影
響
し
て

い
る
の
か
、
対
応
が
難
し
く
な
っ
て
き

て
い
る
と
感
じ
る
。 

　
　
　
　
真
室
川
町
長
　
井
上
　
　
薫 

熊
と
の
遭
遇 

⑧ 

⑧ 日 本 一 祭り2 0 1 4 開 催（9/28） 

　真室川森の停車場で「日本一祭り2014」（主催：
六葉会）が開催されました。祭りでは、さんまの
炭火焼きや真室川の「原木なめこ」と女川の「さ
んま」を使ったすり身汁が販売されました。多く
の来場者が訪れ賑わいました。 

　ふれあいセンター安楽城にて秋の味まつりが開

催され、来場者はサンマや芋煮を楽しみ秋の味覚

を堪能しました。 

⑪ 秋 の 味 ま つ り 開 催（10/12） 

��



　　　　　 �� ������������

⑯ 

⑰ ⑭ 

⑬ 

⑮ ⑫ 

ま
ち
の
わ
だ
い 

地
区
中
体
連
新
人
大
会
結
果 

〈
優
勝
〉 

●
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
女
子
　

●
テ
ニ
ス
女
子 

〈
２
位
〉 

●
柔
道
女
子
　

●
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
男
子 

〈
３
位
〉 

●
柔
道
男
子 

  

〈
優
勝
〉 

●
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
女
子
ダ
ブ
ル
ス 

　
皆
川
遥
加（
２
年
）・
富
樫
愛
華（
２
年
） 

●
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
女
子 

　
川
又
　
唯（
１
年
）・
池
添
佳
歩（
２
年
） 

●
柔
道
男
子
73
㎏
級 

　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
　
良
汰（
２
年
） 

●
柔
道
女
子
40
㎏
級 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
美
衣
菜（
２
年
） 

●
柔
道
女
子
70
㎏
超
級 

　
　
　
　
　
　
　
　
二
坂
明
日
香（
２
年
） 

〈
２
位
〉 

●
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
男
子
シ
ン
グ
ル
ス 

　
　
　
　
　
　
　
　
熊
谷
　
　
翔（
２
年
） 

●
柔
道
男
子
90
㎏
級 

　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
　
翔
太（
２
年
） 

〈
３
位
〉 

●
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
男
子
シ
ン
グ
ル
ス 

　
　
　
　
　
　
　
　
樋
渡
　
晴
紀（
２
年
） 

●
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
女
子
シ
ン
グ
ル
ス 

　
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
　
美
桜（
２
年
） 

●
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
女
子 

　
　
橋
夏
実（
２
年
）・
青
柳
優
衣（
２
年
） 

●
柔
道
男
子
81
㎏
級 

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
大
斗（
１
年
） 

 

地
区
中
体
連
新
人
陸
上
結
果（
10
月
４
日
） 

　
１
位
　
共
通
走
高
跳 

　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
康
生（
２
年) 

　
２
位
　
共
通
３
０
０
０
ｍ 

　
　
　
　
　
　
　
　
藤
田
　
登
摩（
１
年) 

　
　
　
　
共
通
走
幅
跳 

　
　
　
　
　
　
　
　
立
花
　
大
翔（
２
年) 

　
３
位
　
共
通
砲
丸
投 

　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
　
良
汰（
２
年)

個
人
種
目 

団
体
種
目 

⑰ ＪＡ共済より交通安全資材寄贈（10/15） 

⑯ 野々村ため池環境美化活動（10/11） 

　野々村地区の皆さんがため池のブラックバス駆
除を行い、約400匹・最長約60㎝のブラックバス
を捕獲しました。ため池には決してブラックバス
を放流しないようにしましょう。 

⑭ 西 川 御 大 日 尊 様ご 開 帳（10/8） 

　西川地区にある御大日尊様のご開帳が行われま
した。由来を辿れば約800年前の鎌倉時代にさか
のぼるという御大日尊様のご利益にあやかろうと、
地域の方々約20名が、参詣に訪れました。 

　ＪＡ真室川経営管理委員会（会長：　橋　）と
ＪＡ共済山形より地域奉仕活動の一環として、交
通安全資材（カーブミラー）の寄贈がありました。 

⑬ 真室川高校全校ボランティア（10月9日） 

　真室川高校（校長：岸　善一）の生徒が、今年
２回目のとなる地域奉仕活動を行いました。６つ
のグループに別れ通学路や、駅の清掃活動を行い
ました。 

⑮ たんぽぽ子ども園運動会（9/27） ⑫ 最上地区  世代間交流交通安全教室（9/25） 

　たんぽぽ子ども園（園長：佐藤弘子）で、運動
会が開催され、園児の精一杯頑張る姿に笑顔あり・
感動ありで会場はおおいに盛り上がりました。 

　真室川小学校（校長：斎藤秀二）で、最上地区
世代間交流交通安全教室が開催され、交通安全講
話の後、１年生児童が家族や交通安全母の会の皆
さんとともに路上での歩行訓練を行い、安全確認
の大切さを学びました。　 
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達成されたみなさんはこんなことに取り組まれていました 
・寝る前に歯みがきをする。 
・仕上げみがきを必ずする、念入りにする。 
・あめやキャラメルは家に買って置いておかない。 
・乳歯が生える前から歯ブラシに慣れるように口に含ませた。 

H26. 4月・7月実施3歳児健診より 

　３歳児健診までむし歯ゼロを達成されたお子さんをご紹介します。 

　みんなとっても元気でキラキラ（歯のきれい）なめんごたちです！ 

●お問い合わせ先……………福祉課  健康づくり推進担当　 ６２－３４３６ 

おらほの　　めんごたち 

～家族の健康を守ろう～ 

応急手当講習会のお知らせ 

キラキラ
 

パ
パ
・
マ
マ
よ
り 

　
歯
は
美
人
の
第
一
条
件
。 

ず
っ
と
キ
ラ
キ
ラ
で
い
て
ね
。 

パ
パ
・
マ
マ
よ
り 

　
こ
れ
か
ら
も
、
き
れ
い
な 

歯
で
一
緒
に
お
い
し
い
も
の 

い
っ
ぱ
い
食
べ
よ
う
ね
。 

パ
パ
・
マ
マ
よ
り 

　
こ
れ
か
ら
も
む
し
歯
に
な 

ら
な
い
よ
う
に
歯
ブ
ラ
シ
が 

ん
ば
ろ
う
！ 

パ
パ
・
マ
マ
よ
り 

　
こ
れ
か
ら
も
む
し
歯
に
な 

ら
な
い
よ
う
に
、
し
っ
か
り 

歯
み
が
き
頑
張
ろ
う
ネ
!!
 

パ
パ
・
マ
マ
よ
り 

　
こ
れ
か
ら
も
む
し
歯
ゼ
ロ 

を
目
指
そ
う
ね
！ 

パ
パ
・
マ
マ
よ
り 

　
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
歯 

み
が
き
を
し
て
、お
い
し
い
も 

の
を
た
く
さ
ん
た
べ
よ
う
ね
。 

パ
パ
・
マ
マ
よ
り 

　
寝
る
前
の
歯
み
が
き
、よ
く 

頑
張
っ
た
ね
。こ
れ
か
ら
も
楽 

し
く
歯
み
が
き
し
て
い
こ
う
。 

　これから寒い季節になり、私たちを襲う体調の急変がさまざま考えられます。そんな時のために 

一緒に応急手当てについて学んでみませんか？申し込みは11月19（水）まで福祉課保健師にご連絡 

ください。 

平成26年11月25日（火）　9：30～10：30　受　付 
　　　　　　　　　　　 10：00～11：30　講習会 

ヘルスケアーセンターまむろ川　２階 

一般住民 
（講習会に関心のある方ならどなたでも結構です） 

救急の基礎知識（ＡＥＤの使用方法を含む）の説明、応急手当法の実技 

救命救急士 

日 時  

場 所  

対 象  

内 容  

講 師  

◯
山
形
県
健
康
福
祉
部
健
康
長
寿
推
進
課
　 

０
２
３
―
６
３
―
０
２
３
１
３ 

問 
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保険証が使えるのはどんなとき？ 
　病院などの窓口で保険証を提示すれば、年齢などに応じた自己負担金を支払うだけで、次のよう 

な医療を受けることができます。 

●診察　　●治療　　●薬や注射などの処置　　●入院及び看護 

●在宅療養（かかりつけの医師による訪問診療）　　●訪問看護（医師の指示による） 

　交通事故などで第三者から受けたケガや病気について、保険証を使って医療を受ける場合は、役 

場への届け出が必要になります。まずは必ず、役場町民課窓口にご相談ください。 

　保険証が使えると判断された場合、健康保険が負担した医療費は、あとから加害者に請求されま 

す。 

　これからの時期、スキーやスノーボードによるケガや事故が考えられます。相手がいる事故 

の場合は、第三者行為に当たりますので、交通事故にあったときと同様、役場住民担当窓口に 

届け出てください。 

　役場へ届け出る前に示談が成立していたり、加害者から治療費を受け取ったりしていると、保険 

証が使えない場合がありますので、ご注意ください。 

●健康診断　　●人間ドック　　●予防注射 

●正常な妊娠・出産（※「出産育児一時金」が支払われます。） 

●経済上の理由による妊娠中絶 

●軽度のしみ・あざ・わきが 

●美容整形　　●歯列矯正　　など 

●お問い合わせ先………町民課住民担当　 ６２－２１１１（内線２３３） 

◆こんなときは保険証が使えません。 

◆交通事故などにあったとき（第三者行為によるケガや病気） 

病気とみなされないとき 

●ケンカや泥酔などによるケガや病気 

●故意の事故や犯罪によるケガや病気 

●医師や国保保険者の指示に従わなかったとき　　など 

保険証の使用が制限されるとき 

示談は慎重に 

●以前勤めていた職場の保険が使えるとき 

●業務上（仕事、通勤途上）のケガや病気（※「労災保険」の対象になります。） 

他の保険が使えるとき 

■その他の第三者行為 

　●自転車やスキーなどでの衝突や接触事故 

　●他人の飼っているペットから受けたケガ 

　●工事現場からの落下物などによるケガ　　など 

●
会
　
場
　
山
形
国
際
交
流
プ
ラ
ザ（
山
形
ビ
ッ
ク
ウ
イ
ン
グ
） 

●
日
　
時
　
11
月
15
日
、
16
日
　
●
参
加
費
　
入
場
無
料 

　
◯
や
ま
が
た
健
康
フ
ェ
ア
２
０
１
４
実
行
委
員
会
事
務
局 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０
２
３
―

６
３
０
―

２
１
９
７ 

問 
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●申請・お問い合わせ先………福祉課総合福祉担当　 ６２－３４３６ 

介護（予防）サービスを利用するには 
　介護（予防）サービスを利用するには、「要介護認定」を受けることが必要です。介護 

が必要になったら、まず要介護認定の申請をしましょう。 

　福祉課の窓口で申請することができます。申請は、本人に代わり家族や居宅介護支援事業者 

などが代理申請することもできます。 

　●必要な書類 

　　◎要介護・要支援認定申請書（福祉課の窓口にあります） 

　　◎介護保険被保険者証 

　　（薄橙色の保険者証で65歳以上の方にお送りしています） 

　　◎加入している医療保険の被保険者証 

　　（65歳未満の方が申請する場合のみ必要です） 

①申請……まずは申請します 

　調査員と主治医がそれぞれ心身の状況を調査し、書類を作成します。 

　●訪問調査…調査員（町の職員等）が自宅を訪問し、本人や家族に聞き取り調査を行います。 

　●主治医の意見書…町の依頼を受け、主治医が心身の状況についての意見書を作成します。 

②調査……心身の状況を調査します 

　上記②の調査で作成した書類をもとに、２段階の審査を行い要介護状態区分を判定します。 

　●一次判定…国が示した基準にのっとり、コンピューターによる判定を行います。 

　●二次判定…保健・医療・福祉の専門家で構成される介護認定審査会において一次判定の修 

　　　　　　　正・確定を行い、要介護状態区分や認定有効期間を判定します。 

③審査・判定……どれくらいの介護が必要な状態か審査・判定します 

④認定……要介護状態区分を町が認定します 

　上記③の介護認定審査会での判定をもとに、町が要介護状態区分を認定します。結果は、認 

定結果通知書と介護保険被保険者証を郵送しお知らせします。 

非　該　当 

要支援２ 

要支援１ 

要介護５ 

要介護４ 

要介護３ 

要介護２ 

要介護１ 

生活機能の向上が必要と判定された人など 

要介護状態が軽く、介護予防サービスの利用に 
より生活機能が改善する可能性が高い人など 

日常生活で介助を必要とする度合いの高い人で、 
介護サービスの利用により生活機能の維持や改 
善を図ることが適切な人など 

●
会
場
　
山
形
県
遊
学
の
森（
金
山
町
有
屋
）
●
日
時
　
平
成
26
年
11
月
８
日（
土
）

　
　
　
　
◯
最
上
総
合
支
庁
森
林
整
備
課
森
づ
く
り
推
進
部
　
　
２
９
―

１
３
５
０ 

　
　
　
　
　
山
形
県
遊
学
の
森「
木
れ
ん
日
館
」
　
　
　
　
　
　
　

６
４
―

３
３
０
５ 

問 
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情報 情報 あ ら か る と 
真
室
川
町
大
字
新
町 

真
室
川
町
役
場 

　
　  

企
　

画
　

課
　
行 

９９９ ５３１２ 

127
５ 

お便りをお待ちしています 
●地域の情報をお待ちしております。町内のサークル・ 
　団体・イベントなどのお知らせ欄としてご利用下さい。 

〒999－5312 
真室川町大字新町127-5 
　　真室川町役場企画課 
　　TEL 62－２１１１（内線223）※毎月10日必着 
　　FAX 62－２７３１ 
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今
ま
で
の
カ
ー
ド
は
２
０
１
５
年
９
月
ま
で 

お
使
い
下
さ
い
。 

◯（
協
）新
庄
専
門
店
会
　 

２
２
―

６
８
３
３ 

問 

発
行
日
よ
り
２
年
間
有
効 

５
０
０
円（
税
別
）に
１
ス
タ
ン
プ 
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高等工科学校 
（一般） 

男子で中卒 
17歳未満の者 

男子で中卒 
17歳未満の者 
（学校長推薦） 

高卒（見込含） 
21歳未満 

26年11月1日 
 
27年1月9日 

1月10日 
　～12日 
（いずれか1日） 

一次：1月24日 
二次：2月5日 

一次：2月28日 
二次：3月13日 

26年11月1日 
 
27年12月5日 

27年1月21日 
 
27年1月30日 

高等工科学校 
（一般） 

防大一般 
（後期） 

試
験
日 

受
付
期
間 

募
集
資
格 

募
集
種
目 

〜 〜 〜 
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・９/11～10/10までの届出をご家族の同意を得て掲載しています。 

おくやみ申し上げます おくやみ申し上げます おくやみ申し上げます 

齋藤莉々愛 さいとう  りりあ 女 賢　人 釜渕一 

笹原　幸男 

高橋　秀弥 

柴田　幸男 

小松今朝善 

佐藤トシ子 

佐藤　豊穗 

佐藤吉太郎 

沓澤　勇三 

千川原　洋 

栗田キヨ子 

織田　　雄 

土田　益夫 

伊藤　盛昭 

高橋たえ子 

ささはら  ゆきお 

たかはし  ひでや 

しばた  ゆきお 

こまつ  けさよし 

さとう  としこ 

さとう  とよほ 

さとう  きちたろう 

くつざわ  ゆうぞう 

ちがはら  ひろし 

くりた  きよこ 

おだ  よしお 

つちだ  ますお 

いとう  もりあき 

たかはし  たえこ 

82 

88 

69 

85 

96 

80 

75 

70 

50 

90 

83 

87 

72 

62

透 

秀　一 

美枝子 

小笠原耕児 

喜　信 

イ　ソ 

孝　子 

勇　一 

セ　ツ 

季　一 

吉　昭 

昭　道 

彰 

智　弘 

木ノ下 

宮町二 

新　町 

木ノ下 

矢の沢 

砂子沢 

平　枝 

末広町二 

釜渕四 

八敷代 

釜渕四 

長沢前 

釜渕二 

新田平岡 

ふりがな 性別 地区名 保護者 氏　名 

ふりがな 年齢 地区名 世帯主 氏　名 

（敬称略） 

◯中央公民館図書室（　62－2305） 問 

●「うみの100かいだてのいえ」 

　海のなかのふしぎないえへ、いち、に 
の、さん！でとびこもう！縦に開いて大 
迫力の絵本（３歳から） 

いわいとしお/作　偕成社/刊 

●「小学生の学力を上げる秋田県式勉強のルール」 

　６年間連続で学力テスト１位をキープ 
し、注目を集める秋田県。なぜ良い結果 
を出せるのか、「家庭学習ノート」に注目 
して徹底解説。（一般向け） 

菅原敏/著　メイツ出版/刊 

今月の新着図書のご案内 

◎他にも新着図書が入っておりますので、ご利用ください。 

��

����������	�����������������

�����������		���
������

（　）は前月比 （　）は前年同時期 

町の人口 

世帯数 

人　口 

男 

女 

９月31日現在 ９月中の異動 

2,888戸(　 3) 

8,647人(　 1) 

4,107人(△ 7) 

4,540人(　 8)

3人(　7) 

18人(10) 

29人(11) 

13人(　8)

出　生 

死　亡 

転　入 

転　出 

10月 10月 

●
11
月
の
納
税
は
、固
定
資
産
税
、国
民
健
康
保
険
料
・
介
護
保
険
料
、後
期
高
齢
者
保
険
料
で
す
。
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◯◯真室川町福祉課（　62－3436） 
　　山形県最上総合支庁子ども家庭支援課（　0233－29－1221） 
申 問 

◯中小企業基盤整備機構山形県東北本部（　022－716－1751） 問 

　個人保証なしで金融機関から融資を受けたり事業が破綻
しても一定の生活費等を残すことができるルールができま
した。 
①法人と個人の資産・経理が明確に分離されている場合等
において個人保証が不要となること。 
②多額の個人保証を行っていても、経営が行き詰まる前に、
早めに事業再生や廃業を決断した際に一定の生活費等が残
ることを定める「経営者保証に関するガイドライン」が、
中小企業庁・金融庁主導の下、策定されました。金融機関
と相談したい方、詳しくは下記までご相談ください。 

「～H26みんないっしょ～ 親子でスポーツ!!」 
　お子さんと一緒にいい汗流してみませんか。エアロビク 
ス、卓球、剣道、空手、サッカー、柔道などのいろいろな 
スポーツをスタンプラリー形式で体験します。 
　ぜひ、ご家族みなさんでご参加ください。 

●日時　平成26年11月29日（土）13：30～15：30（13：00受付開始） 
●場所　新庄市体育館 
●対象　未就学児～小学校低学年 
●主催　最上地域みんなで子育て応援団、山形県最上総合支庁 
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広
報
 

2
0
1
4
．
1
0
月
号
 
発
行
・
編
集
　
真
室
川
町
役
場
　
       企

画
課
 

〒
9
9
9
－5
3
1
2
　
山
形
県
最
上
郡
真
室
川
町
大
字
新
町
1
2
7
－
5
　
T
E
L
 0
2
3
3（
6
2
）
2
1
1
1
　
F
A
X
 0
2
3
3（
6
2
）
2
7
3
1

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
h
ttp：
//
w
w
w
.y
u
m
e
－
n
e
t.o
rg
/

「広報まむろがわ」は再生紙と環境に優しい 
植物油インキを使用しています。 

表
紙
の
紹
介 

鮭延秀綱物語 鮭延秀綱物語 郷土の英傑 郷土の英傑 11

第
10
回 

町
民
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会 

最上義光勇戦の像（山形霞城公園内） 

け
い
ち
ょ
う 

　
10
月
13
日（
体
育
の
日
）、
第
10
回
町
民
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
が
開
催
さ
れ
、
８
種
目
に

約
４
０
０
名
の
選
手
が
出
場
し
ま
し
た
。
表
紙

の
選
手
宣
誓
は
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
の
庄
司
琴
里
・

井
上
あ
ゆ
ペ
ア
。
小
学
生
ら
し
く
、
す
が
す
が

し
い
選
手
宣
誓
を
行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
今
回

は
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
流
会
も
合
同
で
行
い
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
と
ペ
タ
ン
ク
に
出

場
し
、
ス
ポ
少
間
の
交
流
が
深
め
ら
れ
た
様
子

で
、
各
会
場（
総
合
運
動
公
園
・
町
民
体
育
館
・

真
室
川
北
部
小
学
校
体
育
館
）
に
賑
や
か
な
声

が
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。 

十
一
　
最
上
家
の
隆
盛
と
改
易 

　
長
谷
堂
合
戦
を
終
え
た
慶
長
五
（
一
六
〇
〇
）
年
秋
、

鮭
延
秀
綱
は
五
千
人
の
兵
を
率
い
て
、
本
庄
豊
前
守
満

茂
と
共
に
、
仙
北
小
野
寺
義
道
を
攻
め
降
伏
に
導
い
た
。

さ
ら
に
翌
年
慶
長
六
年
、
秀
綱
は
、
志
村
伊
豆
、
里
見

越
後
等
の
武
将
と
共
に
、
東
善
寺
城
（
酒
田
市
）
を
死

守
す
る
上
杉
軍
志
駄
修
理
を
攻
め
落
と
し
、
最
上
軍
念

願
で
あ
っ
た
庄
内
地
方
を
手
中
に
収
め
た
。 

　
こ
の
戦
い
の
後
、
最
上
義
光
は
五
十
七
万
石
の
大
名

と
な
り
、
伊
達
六
十
万
石
と
並
ぶ
東
北
の
雄
藩
と
な
っ

た
。
そ
の
後
慶
長
十
九
（
一
六
一
四
）
年
、
最
上
義
光

没
ま
で
の
十
数
年
が
、
最
上
家
に
と
っ
て
一
番
輝
い
た

時
で
あ
っ
た
。 

　
「
奥
羽
永
慶
軍
記
」
に
は
秀
綱
作
の
最
上
家
重
臣
と

し
て
の
存
在
を
堅
持
す
る
「
最
上
家
の
掟
写
し
」
「
最

上
家
出
陣
の
時
掟
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。 

　
し
か
し
絶
頂
期
に
あ
っ
た
最
上
家
に
、
義
光
没
後
急

速
に
暗
雲
が
立
ち
こ
め
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
義
光
の

後
継
者
問
題
に
端
を
発
し
、
重
臣
た
ち
の
対
立
が
表
面

化
し
た
。
嫡
子
義
康
の
暗
殺
、
二
代
藩
主
家
親
の
変
死
、

三
代
藩
主
家
信
（
義
俊
）
の
家
督
相
続
に
対
す
る
重
臣

た
ち
の
不
満
な
ど
問
題
が
続
出
し
た
。
家
信
擁
護
派
の

松
根
備
前
が
、
二
代
家
親
毒
殺
説
を
幕
閣
に
訴
え
た
こ

と
で
、「
重
臣
た
ち
は
幼
主
家
信
を
全
員
で
補
佐
せ
よ
」

と
論
告
介
入
を
受
け
た
。 

　
こ
の
論
告
に
対
し
て
、
重
臣
た
ち
の
不
満
が
募
り
結

束
を
見
い
だ
せ
な
か
っ
た
。
つ
い
に
幕
府
は
元
和
八
（
一

六
二
二
）
年
、
最
上
家
改
易
の
沙
汰
を
下
し
た
。
家
信

に
は
わ
ず
か
一
万
石
の
領
地
が
与
え
ら
れ
た
だ
け
だ
っ

た
。 

　
こ
の
時
秀
綱
は
、
反
家
信
側
に
立
ち
、
幕
府
案
に
従

わ
な
い
意
志
を
持
っ
て
い
た
と
云
わ
れ
て
い
る
。
あ
く

ま
で
家
信
を
廃
嫡
し
、
義
光
の
四
男
で
実
力
者
と
云
わ

れ
た
山
野
辺
右
衛
門
義
忠
擁
立
に
動
い
て
い
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
秀
綱
の
思
い
は
叶
わ
ず
、
改
易
後
重
臣
た

ち
は
、
他
藩
に
お
預
け
の
処
分
に
な
っ
た
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
真
室
川
町
歴
史
研
究
会
） 

ほ
ん
じ
ょ
う 

ぶ
ぜ
ん
の
か
み 

み
つ 

し
げ 

せ
ん 

し 

む
ら 

い 

ず 

さ
と 

み 

ぽ
く 

お 

の 

で
ら 

よ
し 

み
ち 

え
ち 

ご 

と
う 

ぜ
ん 

じ 

し 

だ 

し
ゅ
う
り 

よ
し 

あ
き 

よ
し 

や
す 

い
え 

ち
か 

い
え 

の
ぶ 

ま
つ 

ね 

び 

ぜ
ん 

げ
ん 

な 

か
い 

え
き 

は
い
ち
ゃ
く 

や
ま 

の 

べ 

う 

え 

も
ん 

よ
し 

た
だ 

●
場
所
　
新
庄
市
民
文
化
会
館
　
●
日
時
　
11
月
20
日（
木
）14
時
15
分
〜 

●
講
師
　
東
北
福
祉
大
学
　
教
授
　
数
見
隆
生 

氏 

●
定
員
　
３
０
０
名
程
度 

　
※
最
上
管
内
か
ら
の
一
般
参
加
者
は
入
場
無
料
・
事
前
申
込
不
要
で
す
。 



　　　　　

 １ ２ ３ ４ ５ ６
７ ８ ９ 10 11  12 13 
14 15  16 17 18  19  20 
21 22 23 24 25 26 27 
28 29 30 31

日　月　火　水　木　金　土 

月 月 

広
報 

�６２―２１１１ 
�６２―３４３６ 
�６３―２３３０ 
�６５―２１１１ 
�６６―２１１１ 

真 室 川 町 役 場  
総 合 保 健 施 設  
安楽城地区総合施設 
釜渕地区総合施設 
及位地区総合施設 

■ 
■ 
■ 
■ 
■ 

�６２―２２１１ 
�６５―２２３５ 
�６６―２１１２ 
�６２―２３０５ 
�６２―３５１１ 

町 立 真 室 川 病 院  
釜 渕 診 療 所  
及 位 診 療 所  
中 央 公 民 館  
歴 史 民 俗 資 料 館  

■ 
■ 
■ 
■ 
■ 

�６２―３４１１ 
�６２―３６５１ 
�６２―２０３３ 
�６２―３０９９ 
�６２―２３７３ 

町 民 体 育 館  
真 室 川 斎 場  
う る し セ ン タ ー  
森 の 停 車 場  
まむろ川温泉梅里苑 

■ 
■ 
■ 
■ 
■ 

公
共
施
設
案
内 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

大安 

赤口 

先勝 

友引 

先負 

仏滅 

大安 

赤口 

先勝 

友引 

先負 

仏滅 

大安 

赤口 

先勝 

友引 

先負 

仏滅 

大安 

赤口 

先勝 

仏滅 

大安 

赤口 

先勝 

友引 

先負 

仏滅 

大安 

赤口 

表彰式典・町民各賞受賞を祝う会（遊楽館）、高齢者の交通事故防止推進強化月間（～30日）、幼児共育ふれあい広場（安保） 

 

文化の日 

 

郷土料理教室（健康管理センター、18：00～）、2才児歯科健診（総保、13：00～）、遊びの広場（総保、9：30～）、開放保育（釜保）、研究授業（真高、～6日） 

わんぱく広場（総保、9：30～）、お話し会（こども園） 

遊びの広場（釜多、9：30～）、開放保育（安保）、こども園訪問（真小１年）、授業参観（真中） 

まざれや体験塾（ピザづくりにまざれや）、土曜開放（こども園）、神室フェスティバル（～9日、神室少年自然の家、10：00～） 

第34回婦人芸能祭（中公、9：30～）、収穫祭（真小５年）、教育の日授業参観・講演会（あさひ小、午前中） 

健康相談・認知症相談（総保、9：00～） 

わんぱく広場（ふれ安、9：30～）、文化庁芸術体験（真小）、授業参観（北部小） 

知事と語ろう市町村ミーティングinまむろ川（遊楽館、13：30～）、わんぱく広場（釜多、9：30～）、修学旅行（～14日、真中２年） 

総合健診（総保、7：15～）、５才児健診（総保）、幼保小合同連絡協議会 

遊びの広場（ふれ安、9：30～）、修学旅行（～14日、真高２年） 

 

地域力フォーラム（中公）、第30回県児童生徒版画展表彰式（中公、作品展示～24日）、男女混合人間ドッグ検診（最上検診センター、6：50～） 

健康相談・認知症相談（総保、9：00～） 

いのちの大切さを学ぶ教室（真高） 

遊びの広場（総保、9：30～）、教育講演会（真小、13：30～）、地区音楽研究会（真中、午後～） 

 

 

 

勤労感謝の日 

振替休日 

第６回農業委員会総会（役場、9：00～）、梅里苑休苑日 

 

施設訪問（真小６年） 

遊びの広場（ふれ安、9：30～）、小中連携教育研修会（真中、午後～）、２学期期末考査（～12/2、真高） 

交通安全教室（こども園） 

第12回ふるさと子ども伝承祭（中公）、子宮がん、乳がん検診・骨密度測定検査（最上検診センター、12：30～） 

－地区の主な行事－ 

12

◎
中
公
…
…
真
室
川
町
中
央
公
民
館
　
◎
総
保
…
…
総
合
保
健
施
設
　
◎
町
体
…
…
町
民
体
育
館
　
◎
総
運
…
…
総
合
運
動
公
園 

◎
ふ
れ
安
…
…
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
安
楽
城
　
◎
釜
多
…
…
釜
渕
多
目
的
集
会
施
設
　
◎
学
セ
ン
…
…
差
首
鍋
地
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー   
◎
神
室
少
…
…
神
室
少
年
自
然
の
家 

・ 2 日（日）町政座談会・公民館バリアフリー化工事完成披露（野々村）、お柴灯茅刈り（秋山、9：00～） 
・23日（日）山神社雪囲い（新及位、8：00～） 
・30日（日）流雪溝泥上げ（新及位、8：00～） 

町民パソコン講座の 
お知らせ 

町民パソコン講座の 
お知らせ 



　　　　　

町民パソコン講座の 
お知らせ 

町民パソコン講座の 
お知らせ 

町民パソコン講座の 
お知らせ 

11月27日（木）、11月28日（金）の２日間　13：00～16：00 

真室川情報センター 

文字を入力したことがある方 

１０名 

１，０００円 

日　時 

場　所 

対象者 

募集定員 

参加料 

12月４日（木）、12月５日（金）の２日間　13：00～16：00 

真室川情報センター 

文字を入力したことがある方 

１０名 

１，０００円 

日　時 

場　所 

対象者 

募集定員 

参加料 

真室川町役場　企画課　 ６２－２１１１（内線223） 
※電話にてお申し込みください。 

●申込期間　11月14日（金）まで受付ております。 

～皆様の参加をお待ちしております～ 

申  込  み 


